山梨県コンクール　一部　最優秀賞
心のまほうがかかると
北杜市立小淵沢小学校三年　
鈴木　登子　
お父さんと夕飯を作った時に図書室でかりて読んだ「男子弁当部」にのっていたお米のたき方をまねして、お米をといでみました。一人でお米をたくのは、はじめてでした。とぎ方は、お母さんが知らなかったシンプルなとぎ方でした。はじめはきんちょうもありむずかしかったけど、やっていくうちに楽しくなりました。「ピー」と音がなってふたを開けたら、ゆげが顔にあたってあったかかったです。お米はつやつやしてて、ふっくらしてて、まるでとうめいでした。10
分間むらした後、ごはんをまぜて、お茶わんにおいしそうにふんわりとよそりました。おいしくたけたか不安でした。でも家族みんなが「びっくりするくらいおいしい！」と言ってくれたので「よっしゃ」と心の中でガッツポーズをしました。心をこめてたいたごはんをほめてもらえると、なんだかとてもうれしいんだな、と感じました。
　私のたんにんの先生は明るいひまわりのような先生です。私は先生が大好きです。先生は給食でクラスのあまったごはんをおにぎりにしてくれます。でもルールがあります。それはごはん以外がある時はおにぎりは食べれません。ごはん以外を食べきった時に食べることができます。はじめて先生のおにぎりを食べた時、「おいしい」という言葉では表せないほどおいしかったです。味はかむほどに甘くて、何かがつまっているように感じました。それは、おいしく食べてほしいという先生の気持ちと、食品ロスがへるようにという願いがこめられているからだと思います。そこには先生のやさしい心のまほうがかかってとくべつおいしいんだと思います。だから私もこれからごはんをたく時や、おにぎりを作る時などには、心をこめたまほうをかけていきたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

